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平成 25年

昔
の
坂
井
市
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！

み
く
に
龍
翔
館
っ
て
楽
し
い
ね
。

建
て
物
ま
る
ご
と
図
鑑
み
た
い
。

わ
ぁ
！
な
ん
だ
こ
の
で
っ
か
い
船
。

石
器
時
代
か
ら

昭
和
時
代
ま
で
旅
し
た
ら

湊
の
暮
ら
し
が
分
か
っ
た
よ
。

作
家
の
先
生
た
ち
の

文
学
に
浸
っ
て
い
た
ら

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
に

く
ぎ
づ
け
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

そ
れ
よ
り
こ
の
兜か

ぶ
と

は
い
っ
た
い
誰
の
？

目
の
前
に
広
が
る
不
思
議
に

も
う
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
ら
な
い
よ
！
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本
多
成
重
は
元げ

ん

亀き

３
年
（
１
５
７
２

年
）、
徳
川
家
康
の
家
臣
で
あ
っ
た

本ほ
ん

多だ

（
作さ

く

左ざ

衛え

門も
ん

）
重し

げ

次つ
ぐ

（
１
５
２
９
年

〜
１
５
９
６
年
）
の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
幼
名
は
「
仙せ

ん

千ち

代よ

」
と
い
い
ま
す
。

　　

丸
岡
城
の
ふ
も
と
に
あ
る
「
一
筆
啓
上　

火
の
用
心　

お
仙
泣
か
す
な　

馬
肥
せ
」

と
刻
ま
れ
た
石
碑
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
、
重
次
が
戦
中
か
ら
妻
に
あ
て

た
手
紙
文
で
、
文
中
に
あ
る
「
お
仙
」
が

丸岡城桜まつり（4月）、古城マラソン（6月）に続いて「入城 400年記念」として開催した「第 45回丸岡古城まつり」（10月 13日（日））。
前夜祭で公募者から選ばれた ”平成の本多成重 ”（加藤竜之介さん・春江町針原）が城から堂々と登場し、祭りは大いに盛り上がりました。

本ほ

ん

多だ

成な

り

重し

げ

と
丸
岡
藩

現
存
す
る
日
本
最
古
様
式
の
天
守
閣
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
丸
岡
城
。

こ
こ
に
丸
岡
藩
初
代
藩
主
の
本
多
成
重
が
入
っ
て
か
ら

今
年
は
４
０
０
年
に
あ
た
り
ま
す
。

み
く
に
龍
翔
館
で
は
特
別
展
「
本
多
成
重
と
丸
岡
藩
」
を
開
催
中
で
す
。

県
内
で
は
初
公
開
の
も
の
や
今
回
新
た
に
発
見
さ
れ
た
も
の
な
ど

貴
重
な
資
料
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
の
広
報
さ
か
い
は
、
特
別
展
を
も
っ
と
楽
し
む
た
め
の
「
補
習
」
企
画
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
坂
井
市
の
歴
史
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 【
関
連
記
事
】
ｐ
10
・
ｐ
24

み
く
に
龍
翔
館
第
27
回
特
別
展
よ
り

【
特
集
】
丸
岡
入
城
４
０
０
年
記
念

「
お
仙せ

ん

泣
か
す
な
」
の
お
仙
・
成
重

成
重
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
家
族
を
思
う
こ
の
簡
潔
名
文

を
ヒ
ン
ト
に
平
成
５
年
に
誕
生
し
た
の

が
、
坂
井
市
が
誇
る
日
本
一
短
い
手
紙
の

コ
ン
ク
ー
ル
「
一
筆
啓
上
賞
」
で
す
。

関
ケ
原
の
戦
い（
１
６
０
０
年
）の
後
、

石
田
三
成
に
勝
っ
た
徳
川
家
康
は
、

全
国
の
領
地
を
再
配
分
。
翌
年
、
家
康
の

次
男
・
結ゆ

う

城き

秀ひ
で

康や
す

が
越え

ち
ぜ
ん
の
く
に

前
国
に
入
り
ま
し

た
。
こ
れ
が
後
の
福
井
藩
に
な
り
ま
す
。

　

秀
康
は
、丸
岡
や
府
中（
今
の
越
前
市
）、

大
野
な
ど
、
越
前
国
の
要
所
に
１
万
石
を

超
え
る
家
臣
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

丸
岡
城
に
は
秀
康
の
側
近
だ
っ
た
今い

ま

村む
ら

盛も
り

次つ
ぐ

が
、
府
中
に
は
同
じ
く
秀
康
か
ら
厚

い
信
頼
の
あ
っ
た
本ほ

ん

多だ

富と
み

正ま
さ

が
入
り
、
と

も
に
福
井
藩
の
筆
頭
家
老
と
し
て
藩
政
を

担
い
ま
し
た
。

入
城
の
き
っ
か
け
は
「
お
家
騒
動
」

慶け

い

長ち
ょ
う

12
年
（
１
６
０
７
年
）、
秀
康
の

死
に
伴
い
、
松ま

つ

平だ
い
ら

忠た
だ

直な
お

（
秀
康
の

子
）
が
藩
主
に
。
慶
長
17
年
（
１
６
１
２

年
）、
領
地
に
係
わ
る
百
姓
同
士
の
争
い

が
発
端
で
、
越
前
国
の
家
臣
団
が
今
村
盛

次
派
と
本
多
富
正
派
に
二
分
さ
れ
る
騒
動

が
勃
発
。
徳
川
家
康
の
裁
決
の
末
、
敗
れ

た
今
村
盛
次
は
失
脚
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
後
任
に
、
幕
府
が
丸
岡
城
主
に
指

名
し
た
の
が
本
多
重
次
の
子
・
成
重
。
府

中
に
い
た
本
多
富
正
の
い
と
こ
で
同
い
年

で
も
あ
る
成
重
の
丸
岡
城
入
り
は
、
富
正

が
強
く
望
ん
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

藩
の
重
要
拠
点
だ
っ
た
丸
岡
城

　幕末に編纂された福井藩の史書「国
こく

事
じ

叢
そう

記
き

」。慶
けい

長
ちょう

18 年 5月 19
日に本多成重が領地を増やし４万石で丸岡城に入ったこと、失脚し
た今村盛次の不足分を補完する立場だったことが分かる記述があり
ます。また、慶長 19年の記述には、当時 13歳だった藩主・松平
忠直をサポートするよう命じられたとあります。

慶
長
18
年
（
１
６
１
３
年
）
に
丸
岡

城
入
り
し
た
本
多
成
重
は
、
と
き

の
福
井
藩
主
・
松
平
忠
直
を
補
佐
し
主
導

す
る
一
方
、
翌
年
・
翌
々
年
の
大
坂
の
陣

で
は
、
富
正
と
と
も
に
越
前
勢
の
中
心
と

し
て
徳
川
方
の
勝
利
に
功
を
な
し
ま
す
。

　

松
平
忠
直
は
大
坂
の
陣
の
後
、
昇
進
す

る
も
の
の
、
江
戸
に
参
勤
し
な
い
な
ど
不

誠
実
な
行
動
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

寛か
ん

永え
い

元
年
（
１
６
２
４
年
）、
見
か
ね

た
将
軍
・
徳と

く

川が
わ

秀ひ
で

忠た
だ

は
、
自
分
の
甥
で
も

あ
る
忠
直
を
隠
居
さ
せ
、後
に
忠
直
の
弟
・

忠た
だ

昌ま
さ

に
北き

た
の
し
ょ
う庄

を
任
せ
ま
す
。

　

こ
の
と
き
、
成
重
も
幕
府
か
ら
大
名
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
丸
岡
城
を
居
城
と
し
た

４
万
６
３
０
０
石
の
丸
岡
藩
が
誕
生
。
成

重
を
初
代
藩
主
に
、
丸
岡
藩
本
多
家
は
、

４
代
約
70
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
地
を
治
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
名
「
丸
岡
藩
」
の
誕
生
へ　編年体で記された福井藩の史書「越

えっ

藩
ぱん

史
し

略
りゃく

」。寛永元年の越前領処置で、忠昌に越前
領地を任せること、忠直の弟たちへの領地分
配について列記した後、成重が丸岡藩主とし
て一大名になったことが記されています。

このあたりから！

　徳川家臣の中でも関係が古く、譜代
（1600 年の関ヶ原の戦い以前から徳川
氏の家臣だった大名で、全国の要所に
配置され幕府の要職を独占した）だっ
た本多氏は、助

すけ

秀
ひで

が豊
ぶ ん ご の く に

後国本多に居住
して「本多」と名乗るようになったこ
とに始まります。戦国時代から江戸時
代前期にかけて、本多家は「譜代大名」
や「旗本」としてさらに多くの分家を
創出していきました。

― 丸岡藩主 本多家の系図 ―

― 徳川幕府・越前松平家・本多家の関係 ―

（慶長 18年）　　　　　　　　（慶長 19年）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

―
重し

げ

富と
み

―
富と

み

正ま
さ

（
福
井
藩
家
老
・
府
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
岡
藩
主
・
本
多
家

助す
け

秀ひ
で

―
助す

け

定さ
だ

― 

―
重し
げ

正ま
さ

―
―
重し

げ

次つ
ぐ

―
成な

り

重し
げ

―
―
重し

げ

能よ
し

―
重し

げ

昭あ
き

―
重し

げ

益ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

―
重し

げ

看み
つ

（
旗
本
・
大だ

い

膳ぜ
ん

家
）

                                                    

―
重し

げ

良よ
し

                                                    

―
重し

げ

方か
た　

　

～～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
（
松ま

つ

平だ
い
ら）

直な
お

良よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本ほ

ん

多だ

成な
り

重し
げ

の
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
（
松ま

つ

平だ
い
ら）

直な
お

基も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本ほ

ん

多だ

富と
み

正ま
さ

の
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 

―
（
松ま

つ

平だ
い
ら）

直な
お

政ま
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松ま

つ

平だ
い
ら

忠た
だ

良よ
し

の
娘

　
　
　
　

   

― （
結ゆ

う

城き

）
秀ひ

で

康や
す

―
―
（
松ま

つ

平だ
い
ら）

忠た
だ

直な
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

―
―
光み

つ

長な
が

徳と
く

川が
わ

家い
え

康や
す

―
―
―
―
―
―
秀ひ

で

忠た
だ

―  

―
―
―
―――
勝か

つ

子こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
―
（
松ま

つ

平だ
い
ら）

忠た
だ

昌ま
さ　

～～
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　　　　将軍家とともに歩むサラブレッド

結城秀康との深い縁

本
多
成
重
の
父
親
は
、
徳
川
家
の
家
臣
で

「
鬼お

に

作さ
く

左ざ

」
の
異
名
が
つ
く
ほ
ど
勇
猛
果
敢

な
武
将
だ
っ
た
本
多
作
左
衛
門
重
次
。『
岩い

わ

淵ぶ
ち

夜や

話わ

』
に
は
、
重
次
が
妻
に
あ
て
て
「
一
筆
申　

火

の
用
心　

お
せ
ん
な
か
す
な　

馬
肥
や
せ　

か
し

く
」
と
簡
潔
な
手
紙
を
送
っ
た
と
い
う
逸
話
が

載
っ
て
い
ま
す
。

　

文
中
に
あ
る
「
お
せ
ん
」
は
仙
千
代
（
の
ち
の

成
重
）
と
さ
れ
、
坂
井
市
が
誇
る
日
本
一
短
い
手

紙
「
一
筆
啓
上
賞
」
が
誕
生
す
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
資
料
に
は
、
お

せ
ん
は
重
次
の
「
独
り
娘
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
丸
岡
藩
騒
動
を
記
し
た
『
越え

ち

前ぜ
ん

丸ま
る

岡お
か

騒そ
う

動ど
う

愚ぐ

覚お
ぼ
え

記き

』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
に
は
、

同
じ
逸
話
な
の
に
「
お
仙
と
は
一
子
仙
千
代
（
＝

成
重
）」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
っ
た
い
、
ど
っ
ち
が
ホ
ン
ト
!?

　
　
　
「
一
筆
啓
上
賞
」
の
お
仙

本
当
は
娘
だ
っ
た
!?

成重の父・重次は、徳川家康の父や祖父の代から
徳川家に仕え、多くの合戦に参加。家康の次男・

於
お

義
ぎ

丸
まる

（後の福井藩主・結城秀康）を養育するなど、
徳川家とは古く深い関わりがありました。
　於義丸が徳川家から豊臣家に養子として送られる
とき、重次の子・仙千代（成重）が付き添いました。
このとき秀吉から、なんと黒毛の馬一頭が与えられ
ました。

　　　　　　　　御手自ラ拝領仕候（『本多家譜』より）

家康から直にプレゼント
大坂夏の陣での戦功に、褒美として徳川家康から

茶壷が与えられました。茶壷は、茶葉を保存し
ておく壷で、茶の湯では最も重要視された道具。本
多成重と徳川家の関係を示す貴重な資料といえます。

　　　　御手自ラ拝領仕候（『本多家譜』より）

越州御代規録（江戸時代・福井県立図書館保管〈松平文庫〉）

徳川家康の事績が収載された『岩淵夜話』（江戸時代・国立公文書館）

　
　
　
　
　

成
重
も
間
近
に
見
た
書
状
よ
り

重
臣
の
中
の
重
臣

当
時
の
将
軍
・
徳と

く

川が
わ

秀ひ
で

忠た
だ

の
側
近
で
幕
府
の

中
心
に
い
た
土ど

井い

利か
つ

勝と
し

が
、
本
多
成
重
ら

に
宛
て
た
手
紙
。
福
井
藩
・
松
平
忠
直
の
弟
・
忠

昌
が
信
濃
・
川
中
島
に
加か

増ぞ
う

転て
ん

封ぷ
う

（
＝
栄
転
）
し

た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
限
ら
ず
、
当
時
の
幕
府
か
ら
の
書
状
の

あ
て
名
や
、
藩
が
領
内
に
出
し
た
文
書
の
差
し
出

し
名
に
は
、
ほ
ぼ
本
多
成
重
の
名
前
が
連
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
幕
府
も
福
井
藩
も
、
本
多

成
重
に
は
非
常
に
厚
い
信
頼
を
置
い
て
い
た
と
い

う
こ
と
。
本
多
成
重
は
、
政
治
的
に
も
軍
事
的
に

も
福
井
藩
・
越
前
松
平
家
を
支
え
る
柱
石
だ
っ
た

と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　

成
重
も
間
近
に
見
た
書
状
よ
り

連記の筆頭（逆向きのため右から 3人目）が成重の記名。
土井利勝書状 本多成重等宛（元和 2年・越前市指定文化財）

大坂夏の陣で、徳川軍として出陣した福井藩の越
前松平家。当時のお殿さま・松平忠直は、本多

成重らに隊のまとめ役を指示。越前勢は、敵将の真
田幸村を打ち破り、大坂城に一番乗りを果たします。
　このとき、味方である三

み

河
かわ

刈
かり

谷
や

藩主・水
みず

野
の

勝
かつ

成
なり

と、
どちらが一番乗りだったかで言い争いになりました。
　本多成重と水野家側とが、徳川家康の前で問答を
展開。福井藩の史書『越

えっ

州
しゅう

御
おん

代
だい

規
き

録
ろく

』（福井県立図書
館保管）によれば、本多成重は陣営の旗の見え方で
お互いの位置関係を示し、徳川家康に越前勢の一番
乗りを認めさせた、とあります。成重は、武勇だけ
でなく機転がきき雄弁だったことがうかがえます。

　　　　「大坂城に一番乗り」合戦を制す

弁舌で圧勝  vs 水野家
　　　　「

横
よ こ

矧
は ぎ

二
に

枚
ま い

胴
ど う

具
ぐ

足
そ く

　鎧
よろい

櫃
びつ

の上蓋裏に「本多飛
ひ だ の か み

騨守着用」とあり、兜の前立には本多家の立葵
の紋があります。成重は、天正18年の小田原の陣をはじめ、関ケ原の戦い、
大坂冬の陣、翌年夏の陣に参陣しています。『寛

かん

政
せい

重
ちょう

修
しゅう

諸
しょ

家
か

譜
ふ

』、『藩
はん

艦
かがみ

』
「本

ほんだひだのかみふじわらのなりしげ

多飛騨守藤原成重」には、成重が大坂の陣で甲冑に被弾したことが書
かれていますが、この具足はそれらの合戦のときに着用していた可能性が
高いといわれています。

立
た ち

葵
あ お い

紋
も ん

　本多成重（丸岡藩）に限らず本多大
だい

膳
ぜん

家なども、家
紋は代々「立葵紋」。丸岡町にある本多家にゆかりの
寺は、この紋を寺紋としているところも多いです。

このあたりから！

ここ！

ここ！

（江戸時代・
 国立歴史民俗博物館蔵〈本多家資料〉）

　特別展の貴重な資料から、本多成重の人柄
や功績を知ることができます。ここでは、ほ
んの一部をご紹介。3ページの系図を参考に
ご覧ください。
　特別展ではこのほかにも、成重から4代
続いた本多家にまつわる貴重な資料を展示し
ています。開催にあたり新たに発見されたも
のもあります。ホンモノは、みくに龍翔館で！

本多成重が分かる
5つのエピソード

茶壷の銘は「みよしの」（江戸時代・国
立歴史民俗博物館蔵〈本多家資料〉）

本多成重丸岡入城400年記念特別展
本多成重と丸岡藩

と　き　12月 1日 (日 ) まで　※水曜休館
　　　　9:00 ～ 17:00　※入館は 16:30 まで
ところ　みくに龍翔館 特別展示室　　　　
入館料　一般 500 円　小中学生 250 円
　　　　未就学児は無料　※団体割引あり
問い合わせ　みくに龍翔館☎ 82-5666

★期間中、特別展来場者には期間中は丸岡城の入場料が
　割り引きされます
★学芸員によるギャラリートークは、11月 17日 (日 )・
　23日 (土・祝 )、12月 1日 (日 )いずれも14時から

県内初公開

県内初公開
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 「ふうど」 「ふうど」

三国の自然

三国のあけぼの

特別展示室
三
国
祭
の
山
車

１Ｆ

出入口

 「ふしぎ」4Ｆ

トリックアート・ワールド

 「ぶんか」 「ぶんか」3Ｆ

三国のくらし

エッセル
コーナー

三国と近代文学

　
今
回
の
特
別
展
の
会
場
と
な
っ

て
い
る
、
み
く
に
龍
翔
館
。

　
実
は
ほ
か
に
も
興
味
深
い
貴
重

な
資
料
が
、
数
多
く
常
設
し
て
あ

る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

　「
知
っ
て
い
る
け
ど
、
身
近
す

ぎ
て
行
っ
た
こ
と
は
な
い
わ
」
と

い
う
人
に
は
、
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た

い
―
と
い
う
こ
と
で
、
特
別
展
以

外
に
も
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
資
料

が
い
っ
ぱ
い
の
み
く
に
龍
翔
館
の

各
フ
ロ
ア
を
、
簡
単
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

特
別
展
じ
ゃ
な
く
て
も

楽
し
め
る
と
こ
ろ

　トリックアートコン
ペの入賞作品を常設展
示。ベランダからは
360 度のパノラマで景
観を一望できます。

三国湊のにぎわい

2Ｆ
北前船コーナー

映像
コーナー

 「みなと」 「みなと」

三国の自然

三国のあけぼの

特別展示室
三
国
祭
の
山
車

出入口

　玄関を入ると、博物
館のシンボルとしてベ
ザイ船 5分の１の模型
がお出迎え。

　三国湊の文化遺産を一堂に集め、昭和 56年
（1981 年）11 月に開館した博物館。オラン
ダ人エッセルがデザインしたという木造五階
建八角形の小学校「龍翔小学校」（明治 12年）
のユニークな外観を模しています。

丸
岡
藩
本
多
家
は
、
わ
ず
か
４
代
で

越
前
を
去
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
丸

岡
町
内
が
昭
和
23
年
の
福
井
地
震
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
市
内
で

本
多
家
ゆ
か
り
の
資
料
を
探
す
の
は
と
て

も
大
変
で
し
た
。
で
も
、
た
く
さ
ん
の
人

の
ご
協
力
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
数
々
の

貴
重
な
資
料
を
見
て
い
た
だ
け
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

地
域
に
伝
わ
る
資
料
と
は
、
そ
の
土

地
の
人
々
が
い
か
に
生
き
て
、
ど

の
よ
う
に
今
に
至
っ
た
の
か
を
正
し
く
伝

え
る
証
し
。
一
度
失
え
ば
二
度
と
戻
る
こ

と
は
な
い
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

地
域
の
資
料
や
文
化
遺
産
を
失
う
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
歴
史

や
文
化
、
価
値
や
個
性
が
消
え
て
し
ま
う

よ
う
な
も
の
な
の
で
す
。

　

特別展「本多成重と丸岡藩」を企画
みくに龍翔館　学芸員

特別展は ゴールではなく 新たな出発点

私
た
ち
学
芸
員
は
、
普
段
か
ら
市
内

の
地
域
に
ま
つ
わ
る
資
料
を
集
め

た
り
、
そ
れ
を
も
と
に
調
査
研
究
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
見
出
し
た
テ
ー

マ
や
、
社
会
の
関
心
を
ヒ
ン
ト
に
展
示
を

す
る
の
が
特
別
展
で
す
。
今
回
の
よ
う
に
、

新
た
に
貴
重
な
資
料
が
見
つ
か
っ
た
り
、

人
と
信
頼
関
係
を
築
い
た
り
す
る
き
っ
か

け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
を
も
と
に
ま
た
深
く
調
査
研
究
を

進
め
て
い
く
。
明
ら
か
に
な
っ
た
地
域
の

価
値
を
知
っ
て
も
ら
い
、
残
す
こ
と
の
大

切
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
理
解
し
て

も
ら
う
。
展
示
は
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
な
く
、
積
み
重
ね
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
い
て
い
く
調

査
の
一
部
な
の
で
す
。

　

資
料
が
示
す
地
域
の
歴
史
や
価
値
を
、

埋
も
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
は
、
博
物
館
の
使
命
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
今
こ
の
時
代
に
生
き
る
私
た

ち
の
責
任
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

坂
井
市
の
博
物
館
「
み
く
に
龍
翔
館
」

は
、
特
別
展
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
展
示
や
講
座
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
特
別
展
が
、
皆
さ
ん
に
少
し
で
も

郷
土
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

角
か ど

  明
あ き

浩
ひ ろ

み
く
に
龍
翔
館
」

は
、
特
別
展
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
展
示
や
講
座
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
特
別
展
が
、
皆
さ
ん
に
少
し
で
も

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ

　「在
ざ い

中
ちゅう

行
ぎょう

列
れ つ

図
ず

」　　新たに発見され、今回の特別展で初公開さ
れている資料です。本多家が越前を去り、有馬家が城主として
丸岡城に入るまでのほんのわずかの期間、大野藩土井家が丸岡
城を受け取るときの行列が描かれています。
　28メートル以上にも及ぶ行列の絵図。この長い行列の足音を、
本多家の人々はどんな思いで聞いたのでしょうか。
　こうした坂井市の歴史の一場面に、直に触れてみませんか。
みくに龍翔館特別展「本多成重と丸岡藩」にぜひお越しください。

　古代から近代までの
三国湊の歴史や北前船
に関する資料、工芸など
の美術資料を展示。ま
ちの移り変わりが分か
る写真資料もあります。

　三国にゆかりのある
文学者を紹介するコー
ナーや、港町独特の生
活文化を実物大のジオ
ラマで展示したのコー
ナーなどがあります。

「なるほど」な資料が並ぶフロア

在中行列図（江戸時代・柳廻社 蔵）

特別展「本多成重と丸
岡藩」の会場はここ！

私たちがご案内します
館長・川

かわ

上
かみ

龍
たつ

信
のぶ

、参事・天
あま

井
い

和
かず

峰
みね

、学芸員・
角
かど

明
あき

浩
ひろ

、学芸補助員・藤
ふじ

田
た

博
ひろ

子
こ

、学芸補助員・
本
ほん

多
だ

実
み

和
わ

子
こ

、学芸員・釣
つる

部
べ

由
ゆ

紀
き

子
こ

（前列右から反時計回りに）

県内初公開

ユニーク
な形

とスタッフ
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古

爽

プ

心

い

健

不

やかな秋空の下
スポーツを楽しんだ一日 10月14日（月･祝）

　第 8 回市民スポーツ祭が、市内各地区で行われ
約 3,000 人の市民が色々なスポーツを楽しみまし
た。坂井体育館周辺では、ニュースポーツ体験や体
力測定などが行われ、参加者らは気持ちの良い汗を
流していました。市内の各体育施設では、野球やテ
ニスといった 17 の競技種目の大会も行われ、白熱
した戦いが繰り広げられました。

▲チャレンジコーナーでサッカー体験をする子どもたち

城まつりに成重降臨
秋の丸岡城下賑わう 10月12日（土）・13日（日）

　第 45 回丸岡古城まつりが、霞ヶ城公園ふれあい広場を
メーン会場に丸岡城周辺で行われました。今年は丸岡藩の
初代藩主・本

ほ ん

多
だ

成
な り

重
し げ

が丸岡城に入城して 400 年目になるこ
とから、五万石パレードの本多成重役と仙

せ ん

千
ち

代
よ

役を市民か
ら募集。前夜祭で成重役を総選挙、仙千代役をじゃんけん
で選抜し祭りを盛り上げました。本祭りの総踊りでは初の
コンテストを実施。個人賞やチーム賞を目指し、48 団体約
1,600 人が元気いっぱい踊り流しました。

▲総選挙で成重役を射止めた加
か

藤
とう

竜
りゅう

之
の

介
すけ

さん ( 中央 ) が、約 400 人を引　
　き連れて丸岡城下を練り歩いた五万石パレード

▲丸岡町内の小学生が家族への感謝な
　どを書いた灯籠が、幻想的な光で人
　の心を癒す磨

ま

留
る

乎
お

迦
か

のひかり

▲成重総選挙で思い思いのパフォーマンス
　で坂井市への愛を伝える参加者たち ▲総踊りでは甲冑や着ぐるみ姿の参加者も

▲城のまちまちづくり
　協議会が行ったお天
　守歴史めぐりスタン
　プラリーも盛況

▲

白熱した
　戦いの仙
　千代役選
　抜じゃん
　けん大会

▲成重総
　選挙の
　出演者
　たちに
　よるお
　じゃれ
　餅まき

　三国、あわらでさまざまなイベントが体験できる
温泉泊覧会の 1 つ「美味しいコーヒーの淹れ方教室」
が、三国町の POSSE COFFEE で開かれました。コー
ヒーマイスターの西

に し

友
ゆ う

規
き

さんが、豆の種類やおいし
く入れるための 6 つのポイントを解説。参加した
10 人がそれぞれ教わった方法で入れ、いつもと一
味違う " 一杯入魂 " のコーヒーを味わっていました。

10月8日（火）
ロが教える本格派の味
コーヒーの淹れ方教室

▲「お湯の温度や注ぎ方でも味が変わる」とコーヒーの入
　れ方を教える西さん ( 左から 3 人目 )

▲地区に備蓄されてい
　る非常食を試食する
　参加者たち

　春江西公民館で宿泊避難体験が行われました。水
と電気が使えない避難所生活を体験してもらおうと
春江西部地区まちづくり協議会が行い、地区住民ら
約 40 人が一夜を共にしました。公民館に備えられ

ている防災用品を
確認したり、非常
食を試食したりし
たほか、福井大震
災体験者の話など
を聞き、備えるこ
とへの大切さを学
んでいました。

10月5日（土）
ざというときのために
住民が公民館で一夜

▲

乳がんのしこりの見
　本を触りながら、病
　気の特徴や判別方法
　などの説明を受ける
　参加者

　がん検診の受診率 50％達成に向けて、アルプラ
ザアミで啓発キャンペーンを行いました。市健康サ
ポーターや県職員、福井県国民健康保険団体連合会
と協力して、クイズや陽子線がん治療の説明、健
康チェックを実施。
職員らは「がんは
早期発見・早期治
療ができれば治す
ことができる病気。
生活習慣の見直し
と定期的ながん検
診を」と呼び掛け
ていました。

10月5日（土）
診と検診で笑顔生活
イベントで重要性をPR

　全国のご当地グルメが集まる「さかいご当地グル
メフェスタ 2013」が、ハートピア春江で開催され
ました。辛み蕎

そ

麦
ば

やボルガライス、富士宮やきそば
など県内外から 20 軒が店を構え、自慢のグルメで
おもてなし。市内飲食店が今年から新しく提供する

「kiwami sweets」の販売コーナーも設けられ、来場
者らは会場のさまざまな味に舌鼓を打っていました。

10月5日（土）・6日（日）

もお腹も幸せいっぱい
自慢のグルメが大集合

▲「極味膳」と同じく、地元食材を取り入れたこだわりの
  　「kiwami sweets」

　沿岸部での不審者・不審船の早期通報を呼び掛け
るため、三国地区沿岸警備協力会が東尋坊で PR 活
動を行いました。会員や坂井西警察署員など 30 人
が、観光客や土産物店にチラシと同会発足 50 年を
記念して作られたキャラクター「ミクミくん」の缶
バッジを配布。「不審者を見つけた場合は人任せに
せず、すぐに通報してほしい」と話していました。

10月5日（土）
審者見たら通報を」
観光客らに協力呼び掛け

▲観光客にチラシや缶バッジを配る警察官や協力会員たち

「
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地

鍛えるのは力でなく心
強く優しい自分を目指す

1111

「ふれんず」は坂井チャンネルでもご覧いただけます！
今回の内容は、11/15( 金 )～12/14(土)まで放送します。
お楽しみに！　　秘書広報課　50-3012

少林寺拳法　春江南道院
メンバー　11 人
代　　表　渡辺　竜彦　さん（春江町江留上本町）
指 導 者　7 人
コメント
　人間関係がドライになったといわれる現代社会の中で、
いつも温かな雰囲気がある道場です。気軽に覗いてみて
ください。たくさんの笑顔が待っています。

列になって突きや蹴りなどの基本の動きを練習。より洗練された動
きができるように、1つ1つ気合を入れて取り組む子どもたち

少林寺拳法　春江南道院vol.91

半
「

ば
は
自
己
の
幸
せ
を
、

半
ば
は
他
人
の
幸
せ

を
」。
少
林
寺
拳
法

の
基
本
理
念
を
胸
に
、
日
々
の

練
習
で
技
を
磨
く
。
緊
張
感
の

あ
る
練
習
も
、
ど
こ
か
温
か
く

楽
し
い
。
子
ど
も
た
ち
が
伸
び

伸
び
と
基
本
稽
古
や
組
み
手
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
「
少
林

寺
拳
法　

春
江
南
道
院
」
だ
。

　

平
成
17
年
に
発
足
し
た
同
院

は
、
勝
ち
負
け
や
腕
っ
節
の
強

さ
で
は
な
く
、
内
面
的
な
強
さ

を
重
視
し
た
指
導
が
特
長
。
相

手
を
敬
い
、
心
を
鍛
え
る
こ
と

で
全
員
の
実
力
を
伸
ば
し
、
県

大
会
や
全
国
大
会
で
活
躍
す
る

選
手
を
育
て
て
き
た
。

　

全
国
大
会
に
出
場
し
た
荒あ

ら

巻ま
き

拓た
く

仁じ
ん

さ
ん
（
春
江
小
４
年
）

は
、「
予
選
を
通
過
で
き
な
く

て
悔
し
い
気
持
ち
の
方
が
大
き

い
。
う
ま
い
選
手
が
た
く
さ
ん

い
た
の
で
、
練
習
し
て
ま
た
挑

戦
し
た
い
」
と
次
な
る
目
標
に

向
か
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　
「
強
い
心
と
勇
気
で
、
み
ん

な
に
認
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
に

な
り
た
い
」
と
話
す
の
は
圓え

ん

道ど
う

勇ゆ
う

也や

さ
ん
（
同
６
年
）。「
メ
ン

バ
ー
の
結
束
が
強
く
、
団
体
演

技
が
得
意
。
見
て
く
れ
る
人
に
、

か
っ
こ
い
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
演
技
を
し
た
い
」
と
練
習
以

外
で
も
頼
れ
る
存
在
だ
。

　

指
導
者
の
渡わ

た

辺な
べ

竜た
つ

彦ひ
こ

さ
ん
は
、

「
自
分
も
少
林
寺
拳
法
を
通
じ

て
積
極
性
や
優
し
さ
、
仲
間
と

の
つ
な
が
り
を
学
ん
だ
。
大
会

で
活
躍
す
る
だ
け
で
な
く
、
社

会
に
役
立
つ
思
い
や
り
の
あ
る

子
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
大
切

な
も
の
を
伝
え
続
け
て
い
る
。

　

体
と
違
い
、
心
を
鍛
え
る
の

は
難
し
い
。
自
分
を
知
り
、
相

手
を
認
め
、
ひ
た
す
ら
今
を
頑

張
る
こ
と
で
し
か
磨
か
れ
な
い
。

人
に
優
し
く
で
き
る
大
き
な
自

分
に
な
る
た
め
、
仲
間
た
ち
は

今
日
も
技
と
心
を
鍛
え
続
け
る
。 ▲足にゴムバンドをつけたウィングとジャンパーが息の合っ

　た動きでダンス

　地区の名前を広めて活性化につなげようと、春江
中・ 部・ まちづくり協議会が春江中公民館で「ち・ ゅ・ う・ ぶ・

とびコンペ」を行いました。市内 5 チーム 22 人が
仮装して参加。10 秒間で跳んだ回数を競う「スピー
ド」とちゅうぶとびにダンスを取り入れた「ゴムダ
ンス」で頂点を目指しました。子どもらしい独創的
な演技に、観客から大きな拍手が送られました。

10月27日（日）
区の名前にちなんで
ちゅうぶとびコンペ

▲「竹田ではあたりまえの生活そのものが、外の人から見
　たら魅力的」と積極的に意見を出していく参加者たち

　地域資源を生かした自給する村づくりを目指して、
竹田公民館で「全国ふるさとフォーラム 2013」が
行われました。NPO 法人地球緑化センターと市が
呼びかけ、地元住民や県内外の緑のふるさと協力隊
員など 27 人が集まり議論。グループに分かれて竹
田地区の資源が何かを考え、それをまちづくりにど
う生かしていくかなどを話し合っていきました。

10月25日（金）
源を見つめ直し活用
魅力的な村づくりを議論資

　「本多成重と丸岡藩」と題した特別展が、みくに
龍翔館で始まりました。本多成重の丸岡城入城 400
年を記念して行われた同展では、丸岡藩主本多家な
どにまつわる歴史資料を一堂に展示。今回は成重が
身に着けたとされる甲冑など、国立歴史民俗博物館
に貯蔵されている貴重な品々が県内初公開されます。
特別展は 12 月 1 日（日）まで開催しています。

10月26日（土）
門大名の歴史を間近に
本多成重特別展を開催名

▲ギャラリートークで学芸員からの詳しい説明に聞き入る
　来場者たち

　旧森田銀行本店の来館者が累計で 30 万人を突破
し、セレモニーが行われました。30 万人目となっ
たのは兵庫県伊丹市から訪れた守

も り

安
や す

安
あ

佐
さ

子
こ

さん。天
候の影響で急きょ訪れた結果 30 万人目の節目にな
り「とてもびっくりした。」と話していました。施
設を管理する三

み

國
く に

會
か い

所
し ょ

からは記念品も贈られ、来場
30 万人を祝いました。

10月16日（水）
森田銀行本店が
累計来場者30万人突破！旧

▲ 30 万人目の来場者となり記念品を受け取る守安さん（右）

▲練習前はみんなで雑巾がけ

▲指導者が多いので、レベル
　に応じた丁寧な指導が可能

▲練習前後はしっかりと礼を
　して感謝の心を育てる



市民の皆さんの生活に直結する制度
やイベントを紹介するコーナーです。

1213 平成 25 年 　  月号平成 25 年 　  月号

審
査
申
請
書
の
様
式
な

ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

分
　
類

・
建
設
工
事

・
測
量
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル

　

タ
ン
ト
な
ど

・
物
品
購
入
な
ど
（
役
務
の
提

　

供
に
か
か
る
業
務
委
託
を
含

　

む
）

受
付
期
間

　

12
月
２
日（
月
）～
13
日（
金
）

※
土
日
は
除
く

有
効
期
間

　

26
年
４
月
１
日

　
　

～
27
年
３
月
31
日

※
１
年
間
の
み

競争入札参加資格申請の
追加受付を行います

「交通安全」はみんなの願い
小学生交通安全ポスター優秀作品

●問い合わせ　監理課　50-3021

●問い合わせ　安全対策課　50-3525

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
講
座
を
、

５
回
シ
リ
ー
ズ
で
実
施
し
ま

す
。
姿
勢
や
血
流
を
測
定
し
、

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
学
び

ま
し
ょ
う
。

特定健診を受診した国民健康保険加入者が対象
健康力アップセミナーを開催します

●問い合わせ　保険年金課　50-3031

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
ま
だ
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
て
い
な
い
人
は
い
ま

せ
ん
か
。
年
に
１
度
は
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
、
自
分
の

体
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
期
限

　

11
月
29
日
（
金
）

受
診
券
の
有
効
期
限

　

26
年
２
月
28
日
（
金
）

申
込
方
法

①
電
話
な
ど
で
健
康
増
進
課
に

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
申
し
込

　

み
を
す
る

②
「
後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク

　

受
診
券
」
が
届
い
た
ら
、
希

　

望
す
る
検
査
機
関
に
直
接
予

　

約
す
る

③
検
査
日
に「
保
険
証
」と「
後

　

期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
受
診

　

券
」
を
持
っ
て
受
診
す
る

注
意
事
項

・
今
年
度
、
市
の
健
康
診
査
や

　

国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ

　

ク
を
受
診
し
た
人
は
受
診
で

　

き
ま
せ
ん

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
人

　

間
ド
ッ
ク
は
、
定
員
に
達
し

　

た
た
め
申
し
込
み
を
締
め
切

　

り
ま
し
た

●問い合わせ　健康増進課　50-3067

後期高齢者医療制度に加入している人へ
人間ドックの申し込みは 11月末まで

1111

▲坂
さか

本
もと

市長に目録を手渡す白石社長
　（右から 2人目）

　市の教育振興に役立ててほしいと、
シプロ化成株式会社（三国町米納津）
から 150 万円の寄付をいただきまし
た。同社からの寄付は今年で 8 回目。
白
しら

石
いし

泰
やす

章
あき

代表取締役社長から目録を
受け取った市長は、「温かい思いを
生徒にしっかり伝えていきたい」と
感謝の言葉を述べました。

　あいおいニッセイ同和損害保険株
式会社の社員 40 人が、三国町浜地
海水浴場で清掃ボランティア活動を
行いました。砂浜には台風の影響で
漂着物などが散乱。ごみ袋約 200
個分を拾い集めると、砂浜は元のき
れいな姿を取り戻していました。

シプロ化成から寄付
10月21日（月）

あいおい損保が清掃活動
10月21日（月）

▲縦 50センチ横 90センチの額を手
　にする有馬さん（右）と坂

さか

本
もと

市長

▲ペットボトルや木枝など拾う社員たち

　江戸時代に丸岡藩の藩主だった有
馬家の分家 11 代当主・有

あり

馬
ま

康
やす

陽
はる

さ
ん ( 千葉県 ) から、同家の家系図を
いただきました。有馬さんは今まで
に数回丸岡城などを観光。同家に関
する資料が少ないと感じ、「丸岡の
歴史を理解してもらうことに役に立
てば」と寄贈しました。家系図は当
面、丸岡城内などで展示します。

有馬家の家系図が市へ
10月12日（土）

所在地 検査機関名 電話番号 1 日人間ドック 2 日人間ドック
男性 女性 男性 女性

三国  市立三国病院 82-0480 12,000 32,000
三国  宮﨑病院 82-1002 12,000 30,000
丸岡  ヒガシ内科医院 66-1054 10,700 10,200
丸岡  藤田神経内科病院 67-1120 9,500
春江  春江病院 51-0029 13,000 30,000
福井  福井総合クリニック 25-8260 12,000 13,000
福井  済生会病院 28-8513 13,155 31,105 ※1 34,105 ※1
福井  労働衛生センター 25-2206 11,050 14,100 30,900 38,250
福井  福井赤十字病院 36-3667 13,155 16,305
福井  福井循環器病院 54-5660 13,050 16,200 35,100

福井  福井県立病院 57-2920 13,050
16,200 ※2

福井  光陽生協クリニック 24-3310 8,300 12,600
福井  福井厚生病院 41-7130 12,000 30,900

検査機関名・検査の種別・個人負担金一覧

※ 1  済生会病院の 2 日ドックは宿泊がない「通いコース」
※ 2  福井県立大学の 1 日ドックは、婦人科の検査を含むコース

単位：（円）

回 と　き 内　容 ところ

1  12 月 4 日（水）
 13:30 ～ 15:30

 健康基礎講座、姿勢測定（体の
 ゆがみをチェックします） 多目的研修施設

3 階大ホール2  12 月 18 日（水）
 13:30 ～ 15:30  姿勢がよくなる筋トレ

3
 26 年 1 月 27 日（月）
 　　　　   28 日（火）
 ※個別に時間予約制

 血液さらさらチェック、食事
 調査に基づく個別相談

坂井健康センター4
 26 年 2 月 26 日（水）
    　　　　27 日（木）
 ※個別に時間予約制

 自分に合った食事のとり方、
 運動方法を個別に指導

5  26 年 3 月 13 日（木）
 13:00 ～ 16:00

 「健康管理を続けるためのコツ」
 ※試食あり

申
込
方
法

　

電
話
で
保
険
年
金
課
へ

定
　
員　

20
人

申
込
締
切

　

11
月
29
日
（
金
）

【市長賞】谷
たに

間
ま

  友
とも

絵
か

さん（高椋小 3 年）

【市議会議長賞】街
かい

道
どう

  羽
は

空
く

さん（加戸小3 年） 【市議会議長賞】部
へ

谷
や

  直
なお

人
と

さん（加戸小6 年）

【教育長賞】木
き

田
だ

  遥
はるか

さん（春江小 3 年）

【市長賞】高
たか

橋
はし

  和
わ

子
こ

さん（春江小 6 年）

【
教
育
長
賞
】

 
玉た
ま

谷や  

優ゆ
う

花か

さ
ん
（
春
江
小
６
年
）



市民の皆さんの生活に直結する制度
やイベントを紹介するコーナーです。

登
録
や
解
除
は
無
料
な
の
で
、

新
成
人
以
外
の
人
も

気
軽
に
登
録
し
て
ね
♪ 坂井市

成人式
実行委

1415 平成 25 年 　  月号平成 25 年 　  月号

希
望
す
る
勤
務
場
所
に
、

12
月
２
日
（
月
）
ま

で
に
履
歴
書
を
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

勤
務
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

賃
　
金

　

月
額
１
４
０
，
１
０
０
円

※
通
勤
手
当
あ
り

※
雇
用
保
険
、
社
会
保
険
、
所

　

得
税
は
天
引
き
さ
れ
ま
す

募
集
人
員　

各
１
人

そ
の
他　

無
料
駐
車
場
あ
り

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
受
け
て
、

三
国
町
平
山
区
が
神
輿
と
太
鼓
を
、
春
江
町
亀
ヶ
久
保
自

治
会
が
太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
使
い
、
毎
年

行
わ
れ
る
地
域
の
祭
礼
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

丸
岡
総
合
支
所
　
福
祉
課

勤
務
期
間

　

12
月
18
日
（
水
）

　
　

～
26
年
３
月
31
日
（
月
）

業
務
内
容

　

福
祉
課
業
務
補
助

春
江
総
合
支
所
　
市
民
課

勤
務
期
間

　

１
月
６
日
（
月
）

　
　

～
26
年
３
月
31
日
（
月
）

業
務
内
容

　

市
民
課
窓
口
の
受
付
な
ど

市の臨時職員を募集します宝くじの助成で
神輿や太鼓を購入しました

●問い合わせ　丸岡総合支所福祉課　68-0805
春江総合支所市民課　51-9402

坂
井
市
公
営
企
業
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
時
に
使
用

し
て
い
る
「
使
用
水
量
・
料
金
等
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）」

に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　

検
針
票
は
、
２
カ
月
に
１
度
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
の
際
に
、

お
客
様
に
使
用
水
量
や
水
道
料
金
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

市
内
約
３
３
，
０
０
０
の
一
般
家
庭
や
事
業
所
に
配
布
し
て
い
る

の
で
、
多
く
の
市
民
が
目
に
す
る
広
告
価
値
の
高
い
媒
体
で
す
。
企

業
や
お
店
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
入

賞
作
品
は
次
の
と
お

り
（
行
政
区
順
）。

最
優
秀
賞
／

金
井
区
（
三
国
）、
た
か
と
り

の
郷
づ
く
り
協
議
会
（
丸
岡
）、

江
留
下
西
区
こ
ぶ
し
会
（
春

江
）、
大
味
中
（
坂
井
）

優
秀
賞
／

南
部
壮
年
会
（
三
国
）、
た
か

む
く
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
丸
岡
）、
中
筋
三
ツ
屋
花
壇
ク

ラ
ブ
（
春
江
）、
上
兵
庫
松
涛

ク
ラ
ブ
（
坂
井
）

優
良
賞
／

新
保
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
・
新
保
和
交
会
（
三
国
）、

松
川
子
ど
も
会
（
丸
岡
）、
高

江
区
（
春
江
）、
今
井
す
み
れ

会
（
坂
井
）

入
　
賞
／

浜
西
長
寿
会
（
三
国
）、
浜
四
郷

長
寿
会
、
城
の
ま
ち
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
（
丸
岡
）、
文
京
区
、

城
北
地
区
連
合
自
治
会
、
乗
兼

区
、て
し
ま
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ・サ
ー

ク
ル
（
春
江
）、
春
日
野
老
人
会
、

い
ち
い
野
、
大
石
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
、
京
町
、
東
太
郎

丸
花
ロ
マ
ン
会
、
西
長
田
子
ど

も
会
、
宮
領
区
婦
人
会
（
坂
井
）、

木
部
新
保
区
青
空
会
、
大
味

上
、
朝
日
区
、
新
東
中
野
花
の
会
、

若
宮
区
、
東
長
田
ビ
オ
ラ
会

努
力
賞
／

坪
ノ
内
子
ど
も
会
（
丸
岡
）

会社や事業所の PRをしませんか
水道料金検針票の有料広告を募集します

●問い合わせ　総務経理課　51-9100●問い合わせ　坂井市民運動推進協議会事務局（生涯学習スポーツ課）　50-3162

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
名

　

坂
井
市
成
人
式
実
行
委
員
会

登
録
方
法

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の
「
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
検
索
」
で
「
坂
井

市
成
人
式
実
行
委
員
会
」
と
検

索
し
て
登
録

配
信
内
容

・
成
人
式
の
企
画
案
内

・
成
人
式
当
日
の
交
通
案
内

・
成
人
式
関
連
の
画
像
や
動
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

坂
井
市
成
人
式
実
行
員

会
で
は
、
無
料
通
信

ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（
ラ
イ
ン
）」
の
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
で
、
成
人
式
関
連
の
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

新
成
人
に
限
ら
ず
、
誰
で
も

登
録
で
き
ま
す
。
お
手
持
ち
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
多
機
能
携

帯
端
末
）
や
携
帯
電
話
で
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い

る
人
は
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

●問い合わせ　坂井市成人式実行委員会（生涯学習スポーツ課内）　50-3162 ●問い合わせ　企画情報課　50-3013

公式アカウント「坂井市成人式実行委員」で
成人式関連の情報を配信中！
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こんな情報や…

今年は式典後の企画として
○○を実施します。
お楽しみに！

元○年○組担任の○○先生
からお祝いのメッセージが
届いています！

こんな情報も…

▲ QR コードから
　 も登録できます ▲亀ヶ久保自治会が購入した太鼓

▲金井区

▲江留下西区こぶし会▲大味中

▲たかとりの郷づくり協議会

▲

平山区が購入し
　た神輿と太鼓

48 地区・団体の花の育成や取り組み状況などを審査
第 8回花壇コンクールの優秀作品が決まりました

募集媒体
 「使用水量・料金等のお知らせ」
 裏面下部（左図参照）

掲載枠数  1 枠
掲載規格  縦 9cm　×　横 6.5cm
提出形式  イラストレーター
掲載期間  平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月

配布枚数
 市内約 33,000 世帯　×　6 回
 偶数月は三国町・春江町に配布
 奇数月は丸岡町・坂井町に配布

掲載料金
 1 色　200,000 円
 2 色　250,000 円
 3 色　300,000 円

募集期間  11 月 18 日（月）～ 12 月 6 日（金）

申込方法

 ①広告掲載申込書（市ホームページ
　 からダウンロードできます）
 ②事業概要、営業沿革などに関する
　 書類（会社案内、パンフレット）
 ③掲載を希望する広告の電子データ
　上記３点を総務経理課まで持参ま
 たは郵送してください。

広告イメージ

9cm

6.5cm

広告欄



栄養成分／ 1人分

作り方

免疫力を高め、美しさに磨きをかけるサツマイモ

材料／（600mlの流し箱１個分）

募集
invite information

リサイクル
recycle information

健康増進課　50-3067

1617 平成 25 年 　  月号平成 25 年 　  月号 1111

学ぶことは終わらない
生涯学習講座

坂井市生涯学習講演会
と　き　12 月 8 日（日）15:00 ～
演　題　「地域発展のためのエ
　　　　ネルギーと環境」
講　師　武

たけ

田
だ

　邦
くに

彦
ひこ

氏
　　　　（環境評論家）
定　員　250 人

福井県生涯学習大学開放講座
と　き　12 月 21日（土）13:30 ～
演　題　「老いのこころを知る」
講　師　水

みず

上
かみ

　喜
き

美
み

子
こ

氏
　　　　（仁愛大学准教授）
定　員　150 人
ところ　高椋公民館
受講料　無料
申込方法　電話または直接下記へ
　生涯学習スポーツ課
　　50-3162

若者の出会いを応援
地域の縁結びさん

　地域の縁結びさんになって、
県内の若者の出会いや結婚を応
援しませんか。県では、相手の
紹介など地域でボランティアと
して縁結び活動をしている人を
登録し、支援しています。
　興味がある人は、一度お問い
合わせください。
【地域の縁結びさんには…】
①名刺と登録証をお渡しします
②結婚応援ポータルサイト「ふ
　くい婚活カフェ」で紹介します
③交流会を開催し、縁結びさん
　同士の交流を支援します
　県子ども家庭課　20-0341

ミュージックフェスティバル
に参加してみませんか

フレッシュコンサート出演者
オーディション
　地域の若い音楽家の育成を目
指し、ミュージックフェスティ
バル in さかい「フレッシュコ
ンサート」の出演者オーディ
ションを行います。
と　き　26 年 1 月 26 日（日）
ところ　ハートピア春江
応募資格　小学生～ 30 歳の市内
　　　　在住または出身者
演　奏　クラシック音楽の独奏　
参加費　5,000 円
　　　　（小学生 2,000 円、高
　　　　校 ･ 大学生 3,000 円）
申込方法　ホームページからダウ
　　　　ンロードできる参加申
　　　　込書に必要事項を記入
　　　　し下記へ
申込締切　12 月 18 日（水）
その他　オーディション合格者
　　　　は、必ず本コンサート
　　　　に出演いただきます

市民合唱団
　「歌ってみたい」という心を、
オーケストラの演奏に合わせて
ホールに響かせませんか。
練習日　11 月 21 日以降の
　　　　第 1・3 木曜日
　　　　19:30 ～ 21:00
ところ　ハートピア春江
応募条件　小学生以上で練習と 3
　　　　月 23 日（日）のコン
　　　　サートに参加できる人
定　員　100 人（先着順）
参加費　2,000 円
申込方法　電話で下記へ
　ハートピア春江
　　51-8800　51-8950
　みくに文化未来館
　　82-7200　81-4323

親子で雪山を楽しもう
ファミリースキー教室

　レベルに応じたグループレッ
スンとファミリーでのスキーを
お楽しみください。
と　き　12 月 21 日（土）
　　　　　　～ 22 日（日）
ところ　奥越高原少年自然の家
　　　　スキージャム勝山
条　件　小学 3 年生以上の子ど
　　　　もと保護者
　　　　※知人の子どもは不可
定　員　21 人（先着順）
参加費　1,900 円程度
　　　　（リフト代別途）
申込方法　電話で下記へ
申込締切　11 月 22 日（金）
　奥越高原青少年自然の家
　　0779-67-1321

古城マラソンの名物
創作四字熟語

　古城マラソンでは毎年、「足」
や「走」などマラソンに関係の
ある漢字を使った創作四字熟
語をテーマにし、オリジナル T
シャツを作って大会を盛り上げ
ています（昨年は「千姿万走」）。
　走る楽しみを表現した作品を
皆さんから募集します。詳しく
はホームページをご覧ください。
応募方法　四字熟語と簡単な説明、
　　　　郵便番号、住所、氏名、
　　　　年齢、性別、職業、電
　　　　話番号を記入し、郵送
　　　　または FAX、メールで
　　　　下記へ
応募締切　12 月 27 日（金）17:00

　坂井市古城マラソン実行委員
　会事務局
　海

かい

道
どう

　68-0123　68-0124

運動の＂コツ＂教えます
子ども基礎トレーニング教室

　マットや鉄棒、ボール遊び、
ヒップホップダンスなどで、楽
しみながら身体能力の発達を目
指します。みんなで汗を流して、
体を動かす喜びを体験しましょ
う。無料体験もできます。詳し
くはお問い合わせください。
と　き　毎週水曜日
　　　　17:30 ～ 18:45
ところ　春江B&G海洋センター
対　象　4 歳～小学 2 年生
費　用　2,000 円／月

　春江体育館　51-4242

万一に備えを
普通救命講習会

　AED( 自動体外式除細動器 )
の使用方法や心肺蘇生法、止血
法を無料で受講できます。講習
後には修了証を交付します。
と　き　11 月 24 日 ( 日 )
　　　　9:00 ～ 12:00
ところ　嶺北三国消防署
対　象　本市やあわら市に在住、
　　　　通勤または通学する中
　　　　学生以上の人
申込方法　11 月 22 日 ( 金 ) まで
　　　　に電話、FAX、メール
　　　　で下記へ
その他　地域などで講習を行い
　　　　たい場合は、随時相談
　　　　を受け付けています。
　　　　最寄りの消防署にお気
　　　　軽にお尋ねください
　嶺北三国消防署
　　82-6119　82-5499
　　mikuni@reihoku-fd.jp

申込方法　電話で下記へ
※無償の品物のみ取り扱います
※掲載期間は 3 カ月（自動継続
　はしません）
※品物の細かい指定はできません
※掲載品は掲載者が保管
　市民生活課　50-3030

　サツマイモに多く含まれるビタミンＣは、免疫力を
高めるほか、美容効果にも期待できます。食物繊維が
豊富に含まれ、整腸作用があることから便秘に大変有
効です。さらに、血液中のコレステロールを減少させ
る効果もあり、動脈硬化が心配な方にもお勧めです！
　サツマイモのデンプンを糖に変える酵素は、加熱時
間が短いと十分に働かず、甘みの少ないものになって
しまいます。電子レンジでの加熱調理は簡単ですが、
甘みが十分に出ないことを頭に置いておきましょう。

①サツマイモを 2㎝の厚さに輪切りにし、皮を厚めに
　むいて水につけ 2 ～ 3 回とりかえる
②鍋にサツマイモとヒタヒタの水、塩少々入れ強火に
　かける。沸騰したら火を弱め約 10 分ゆでた後、ザ
　ルにあげて水気を切る
③サツマイモと甘栗をボウルの中で粗くつぶす
④鍋に分量の水、粉寒天を入れて中火にかけ、煮溶か
　したら砂糖を加える
⑤④に③を加えてよく混ぜ、弱火でゆっくり約 2 分煮
　たら流し箱に入れて固める

サツマイモ　   　　   700g
　　　　  　 （必要量 450g)
水　　　　　  　 　200ml
粉寒天　　　　　   　　4g
砂糖　　　   　　　   150g
塩　　　　　 　 　　   少々
甘栗　　　　　　　   10 粒

エネルギー　　　194kcal
タンパク質　　　 　  1.8g
脂質　　　　　　　   0.3g
塩分　　　　　　 　  0.1g

坂井地区食生活改善推進委員

芋ようかん

ゆ
ず
り
ま
す

日本人形、フランス人形、喪服（身
長 150cm 前後、冬、夏）、学習
机とイス、小型トラクター、布団
の端切れ、白色毛糸（新品）、三
輪車、いこう（着物や洋服を掛
けるもの）

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

シルバニアファミリーの人形や家
具、介護用シャワーイス（背もた
れ付）、春江中学校の体操服（Ｓ
かＭ、上下）、春江中学校の女子
制服（上下）、介護用浴槽台、も
ちっこ（蒸し付き）、成人式用振
袖一式、丸岡中学校の女子制服

（160cm）、綿の布（かすり、藍）、
ロックミシン、小学校低学年用自
転車（男の子）、保育園児用自転
車（補助輪付、男女可）、男の子
の服（140cm 以上）、女の子の
服（80cm 以上）、女の子のおも
ちゃ、戦前の布（かすり、しま、藍、
麻、ちりめん）、シングルベッド

坂井市体育協会

▲ボールを使って楽しみながら体を
　動かす子どもたち
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大切なものを再発見
男女共同参画推進講座

「はつらつ元気に生きるために」
　自分をすてきに生きるため、
家庭を楽しんで過ごすことが大
切です。自分にとって大切なも
のや自分らしさを再発見して、
毎日を元気に過ごせるコミュニ
ケーション術を学びませんか。
と　き　12 月 3 日（火）
　　　　10:00 ～ 11:30
ところ　春江南公民館
講　師　和

わ

田
だ

　周
しゅう

平
へい

氏
　　　　（和田教育研究所）
定　員　20 人（先着順）

「おうちカフェ・珈琲でいきい
き健康」
　男女区別なく仕事と生活のバ
ランスは大切なことです。大切
な人に入れる最高の一杯から、
感謝や思いやりが生まれてくる
かもしれません。あなたもおい
しいコーヒーの入れ方に挑戦し
てみませんか。
と　き　12 月 11 日（水）
　　　　10:00 ～ 11:30
ところ　春江南公民館
講　師　小

こ

林
ばやし

　美
み

和
わ

氏
　　　　（珈琲豆専門店和珈屋）
定　員　15 人（先着順）
費　用　1,200 円
申込方法　電話か FAX で下記へ
申込期間　11 月 20 日（水）～
　まちづくり推進課
　　50-3017　66-4837
　男女共同参画センター
　　51-3434

市民に開かれた議会
報告会で意見交換を

　議会活動の状況を議員が直接
報告します。また、議会活動に
ついて、自由に情報・意見を交
換できます。
　住所に関係なく、どの会場で
も参加できます。市民の皆さん
の意見をお聞かせください。

　議会事務局　50-3001

地域の子どもは地域が育てる
市青少年健全育成推進大会

　青少年が健やかに成長できる
環境づくりを進めていくため、
大会を開催します。壁新聞コン
クールの表彰や事例発表、青少
年育成団体の発表があります。
と　き　11 月 30 日（土）10:00 ～
ところ　高椋公民館
　青少年育成坂井市民会議事務局
　（生涯学習スポーツ課内）
　　50-3162

一人で悩まず相談を
多重債務者無料相談会

　弁護士と相談員が親身に相談
に応じます。事前に予約をする
とスムーズに相談できます。
と　き　11 月 28 日（木）
　　　　13:00 ～ 16:00
ところ　市消費者センター
　　　　（市民生活課内）
　坂井市消費者センター
　　50-3030

福井しあわせ元気国体
スポーツフェスタ

　フェンシングやライフル射撃
など国体種目 21 競技を体験で
きます。会場では福井国体の応
援トークショーや県内市町マス
コットによる運動会も行います。
と　き　11 月 30 日（土）
　　　　12 月 1 日（日）
　　　　10:00 ～ 17:00
ところ　サンドーム福井
　県新国体推進課　20-0772

十郷用水の歴史を学ぶ
入場無料の歴史講演会

　坂井市になじみの深い十郷用
水の始まりや歴史を、一から学
んでみませんか。
と　き　11 月30日（土）13:30～
ところ　高椋公民館
講　師　藤

ふじ

野
の

　立
りゅう

恵
え

氏
　　　　（常照寺住職）
　たかむくのまちづくり協議会
　　68-0843

みくに文化未来館20周年
記念演劇「遠望の花」

　江戸時代の三国で起きた実話
を元にして作られた、悲しくも
人情味あふれる作品です。
と　き　12 月 7 日（土）19:00 ～
　　　　12 月 8 日（日）14:00 ～
ところ　みくに文化未来館
入場料　1,500 円
　　　　（高校生以下 800 円）
　　　　※当日は 300 円増し
　　　　※未就学児は入場不可
　みくに文化未来館
　　82-7200

第 2の人生を豊かに
55歳からの職業生活設計

　高齢期の就職活動や社会保障、
健康管理などの専門家によるセ
ミナーを開催します。希望者に
は個別相談も実施します。
と　き　12 月 5 日（木）
　　　　13:00 ～ 16:00
ところ　いねす
申込方法　電話で下記へ
　（公社）福井県シルバー人材
　センター連合　29-1195

労働トラブル 110 番
司法書士の無料相談会

　賃金未払いやサービス残業な
ど、いろいろな労働問題を相談
ください。相談は事前に予約が
必要です。
と　き　11 月 23 日（土・祝）
　　　　10:00 ～ 15:00
ところ　福井県司法書士会総合
　　　　相談センター
　福井県司法書士会
　　30-0001

専門家による
合同無料相談会

　法律、会計、税務、登記、年
金、不動産、各種許認可、特許
など身近な問題を、弁護士など
福井県士業等団体友好協議会に
加盟している専門家が無料で相
談に応じます。
と　き　11 月 25 日（月）
　　　　13:00 ～ 19:00
ところ　AOSSA　601 号室
　日本弁理士会北陸支部福井地
　区会　0778-52-0328

確定申告期の
税務事務アルバイト

勤務期間　26 年 1 月 10 日（金）
　　　　～ 3 月 17 日（月）
　　　　平日 8:30 ～ 17:15
勤務地　課税課および各総合支
　　　　所申告会場
勤務内容　課税資料の整理と確定
　　　　申告会場の受付などの
　　　　補助作業
条　件　簡単なパソコン操作が
　　　　できる人
募集人数　若干名
賃　金　時給 720 円
　　　　（交通費別途）
申込方法　履歴書を課税課に持参
　　　　または郵送してくださ
　　　　い。後日、面接を行い
　　　　ます
申込締切　11 月 29 日（金）
　課税課　50-3023

丸岡城・歴史民俗資料館
券売業務の臨時職員

　丸岡城などの歴史に興味があ
り、簡単なパソコン操作ができ
る人を募集します。詳しくはお
問い合わせください。
勤務時間　8:15 ～ 17:15
勤務日数　月 19 日程度
賃　金　日額 6,100 円
募集人員　1 人
申込方法　履歴書を下記に持参ま
　　　　たは郵送
申込締切　11 月 29 日（金）
　（一財）坂井市公共施設等管
　理公社　66-0303

シニア男性対象
包丁を握ってみよう講座

　自分や家族のために、栄養バ
ランスのとれた食事を作ってみ
ませんか。包丁を持つことから
始め、全 6 回の講座で調理の
基礎と楽しさを学びます。

時　間　10:00 ～ 12:00
ところ　いねす
対　象　市内のおおむね 65 歳
　　　　以上の男性
定　員　16 人（先着順）
参加費　1,200 円（材料代）
申込方法　電話または直接下記へ
申込締切　11 月 25 日（月）
その他　昨年度の同講座に参加し
　　　　 た人はご遠慮ください
　地域包括支援センター
　　50-2264

平和を守る仕事
自衛官になりませんか

　自衛官候補生（男子）の受付
は年間を通じて行っています。
年齢要件など詳しくはお問い合
わせください。
貸費学生（技術）
応募資格　大学の理学部、工学部
　　　　の 3・4 年生または大
　　　　学院修士課程在学の人
　　　　※年齢要件あり
申込期間　12 月 1 日（日）
　　　　～ 26 年 1 月 10 日（金）
試験日　26 年 1 月 25 日（土）
　自衛隊福井募集案内所
　　24-3702

と　き ところ
 11月27日（水）
 19:30 ～

 三国東部公民館
 坂井木部公民館

 11月28日（木）
 19:30 ～

 高椋公民館
 春江西公民館

回 と　き
1  12 月   3 日（火）
2  12 月 10 日（火）
3  12 月 17 日（火）
4  26 年 1 月 21 日（火）
5  26 年 1 月 28 日（火）
6  26 年 2 月 4 日（火）



林退共
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福井県で働く人へ
最低賃金が改定

10 月 13 日（日）から

時間額701円
今一度ご確認ください

　福井労働局労働基準部賃金室
　　22-2691

林業をしていた人は
今一度ご確認ください

　林業退職金共済制度に加入し
ていて、まだ退職金を受け取っ
ていない人を探しています。
　以前、林業の仕事をしていて
制度に加入していたかわからな
い人についてもお調べします。
詳しくはホームページをご覧く
ださい。

　（独行）勤労者退職金共済機構
　林業退職金共済事業本部
　　03-6731-2887

暖房器具の愛情点検で
快適な冬を過ごそう

　長年使用している暖房器具で、
経年劣化が原因の火災事故が起
きています。冬を迎える前に電
気毛布や電気カーペットの点検
をし、少しでも異常がある場合
は使用を中止してください。
・ヒーター線が重なっている、
　折り癖がついている
・電源コードやコントローラー
　が熱かったり、においがする
・電源コードの根元やプラグが
　ぐらつく　など
　（一社）日本電機工業会
　　03-3556-5887

女性の人権守ります
悩み相談強化週間

　「女性の人権ホットライン」
は、悩みを持った女性が気軽に
相談できる電話相談窓口です。
夫やパートナーからの暴力、職
場での男女差別など一人で悩ま
ずご相談ください。
　強化週間中は、土日も開設。
受付時間を延長しています。

受付時間　11月18日（月）～24日（日）
　　　　8:30 ～ 19:00
　　　　※土日は 10:00 ～ 17:00
弁護士による相談受付
　弁護士が相談に応じます。お
気軽にご利用ください。
と　き　11 月 20 日（水）
　　　　13:30 ～ 18:00
　福井地方法務局　22-5090

安全・清潔・安心のしるし
Sマークのお店を利用しよう

　厚生労働大臣認可の S マー
クは、安全・安心・清潔を約束
する信頼の証です。理容業、美
容業、クリーニング業、めん類
飲食店・一般飲食店の 5 業種
のお店で登録しているので、ぜ
ひご利用ください。

　（公財）福井県生活衛生営業
　指導センター　25-2064

消費者啓発標語
受賞作品が決定

最優秀賞（玉
たま

澤
ざわ

さん・丸岡町）
簡単な　クリックひとつが　落とし穴
優秀賞（西

にし

永
なが

さん・丸岡町）
私だけ　得する話に　得はなし
優秀賞（下

しも

前
まえ

さん・春江町）
ちゃんと見て　食品表示の　確認を
佳作（小

こ

枝
えだ

さん・丸岡町）
オレだよと　電話がきたら　気をつけて
佳作（浅

あさ

野
の

さん・丸岡町）
たのんでない　健康食品　気をつけて
佳作（谷

たに

口
ぐち

さん・丸岡町）
むだづかい　しないでためよう　おこづかい
　市民生活課　50-3030

子ども会壁新聞コンクール
優秀作品が決定

　第 8 回坂井市子ども会壁新
聞コンクールに、市内子ども会
から 136 作品の応募がありま
した。優秀作品は次のとおりで
す。（新聞名・子ども会）
入選（15作品）／
浜地なかよし新聞（浜地）、つ
つじっ子（つつじが丘）、御幸
子 ど も 会 新 聞（ 御 幸 ）、 い ～
ざぁ　上長畝（上長畝）、江留
下 SUMMER ニ ュ ー ス（ 江 留
下）、清永新聞（清永）、「え、
そうなの新聞」（江留上日の出）、
Happy Summer（ 今 井 ）、 玉
井新聞（玉井）、加戸の巣新聞（加
戸）、NNT06（西長田）、かみ
むらタイムズ（江留上旭）、五
本夏っ子新聞（五本）、ひまわ
り（正蓮花）、上兵庫タイムズ
Ⅲ（小角南、小角北、新在家、
染田）
　坂井市子ども会育成連絡協議会
　（生涯学習スポーツ課内）
　　58-0100

地域の水質保全のため
浄化槽は正しく管理

　浄化槽の所有者は、し尿およ
び雑排水を適正に管理しなけれ
ばいけません。大量の薬品を流
さない、ブロアの電源を抜かな
い、排水に異常がないことを確
認するなどの日常管理を徹底し、
次の点にもご注意ください。
①保守点検の委託
　福井県知事の登録を受けた専
門的な技術や知識を持つ業者が、
定期的に浄化槽の保守点検を実
施します。
②清掃の委託
　坂井地区広域連合の許可を得
た業者が、定期的に浄化槽の清
掃と槽内汚泥の収集運搬を実施
します。
③法定検査の受検
　福井県知事が指定した検査機
関が、毎年浄化槽排水の水質を
検査します。
　なお、浄化槽を廃止する場合
は、届け出が必要です。
　坂井健康福祉センター
　環境衛生課　73-0601

犯罪などの被害にあい
一人で悩んでいませんか

　福井被害者支援センターは、
電話でも相談を受け付けます。
必要に応じて日常生活の回復に
必要な支援も行っています。

（公社）福井被害者支援センター
　　　0120-783-892
　　　88-0880

　相談は坂井警察署、坂井西警
察署でも受け付けています。
　坂井警察署　66-0110
　坂井西警察署　82-0110

おかしいと思ったら連絡を
児童虐待はみんなで防ごう

　11 月は児童虐待防止推進月
間です。児童虐待はどの家庭で
も起こる可能性があります。虐
待かもしれないと思ったら、た
めらわずにご連絡ください。秘
密は守られます。あなたの行動
が、子どもの命を救います。

児童相談24時間ダイヤル
　　　　24-3654

　子育て支援課　50-3043
　総合福祉相談所　24-5138

住生活総合調査に
ご協力ください

　国土交通省では、12 月 1 日
を基準日に全国で「平成 25 年
住生活総合調査」を行います。
　この調査は、住環境に対する
評価、今後の住まい方に関する
意見などを調査し、国などの住
宅施策の基礎資料を得るために、
5 年ごとに行っています。
　11 月下旬から統計調査員証
を持った調査員が訪問します。
ご協力をお願いします。
　回収した調査票は、調査目的
以外には使用しません。
対象世帯　平成 25 年住宅土地統
　　　　計調査に回答された世
　　　　帯の一部
　県建築住宅課　20-0505

お知らせ
information

『消費者力クイズ』
抽選でエコグッズを進呈！
■消費者力クイズ32■

Q.3 日前に販売員に訪問され、
　健康に良いという布団セット
　を契約して 10万円払った。
　使ってみたが高額なのでやっ
　ぱりやめたい。対処法として
　最も適切なものを1つ選んで
　ください。
ア）契約書面をもらってから8日
　　以内なのでクーリング・オ
　　フする
イ）商品を使ってしまったので
　　あきらめる
ウ）お金を払って、商品を受け
　　取ってしまったのであきら
　　める
応募方法　はがき、メール、FAX
　　　　に①答え②郵便番号・
　　　　住所③氏名④年齢を書
　　　　いて下記へ応募
応募先　市民生活課クイズ係
　　　　〒 919-0592
　　　　坂井町下新庄 1-1
　　　　　68-0324

　　　　　　　　　メールはこちら

応募締切　12 月 6 日（金）
　市民生活課　50-3030
　※ 10 月号の答え…（ウ）

12月・1月の区長配布は
一度しかありません

　年末年始の区長配布は、通常
と異なります。ご注意ください。
12 月 ･･･12 月 12 日（木）
1 月 ･･･26 年 1 月 16 日（木）
　まちづくり推進課　50-3017

オレンジリボンは
「児童虐待防止」の
シンボルマークです

女性人権ホットライン
　　0570-070-810
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市民の活動を応援するコーナーです。

▼

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
欄
で
す

▼

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
欄
で
す

おくやみ

市の
すがた

今月の
ハッピー
バースデー

　　名　前　　　年齢　　行政区 　　名　前　　　年齢　　行政区

人

人

人
戸

「みんなの掲示板」
「今月のハッピーバースデー」」
掲載希望者を募集
　締め切りは、掲載希望月の前月
5日まで。希望者多数の場合は、
掲載できない場合があります。詳
しくは秘書広報課まで。
　秘書広報課　50-3012

「今月のハッピーバースデー」」
坂井チャンネル(121ch)にも掲載！
　誕生月の赤ちゃんが、コメント・
写真付き(静止画)で登場します。
ぜひお申し込みください。

2223 平成25年 　  月号平成25年 　  月号

ちゃん ちゃん

ちゃん

(1 歳・丸岡町吉政 )
父：彰弘さん  母：真友美さん

伊
い

藤
と う

 望
のぞみ

舞お姉ちゃん、遊んでくれてあり
がとう。これからも仲良くしてね。

(1 歳・丸岡町西瓜屋 1の 1)
父：賢太朗さん  母：早希さん

林
はやし

 承
じょう

太
た

朗
ろう

三度の飯より遊ぶことが大好きです。
早く歩けるようになりたいなぁ。

(1 歳・丸岡町内田 )
父：弘一さん  母：敦子さん

北
き た

 愛
あ い

良
ら

１歳になりました☆家族みんな大好
き♡これからもいっぱい遊んでね！

9 月 21 日から 10月 20日までの届け出分 (敬称略 )

名前は全て人名漢字および常用漢字で表記しています。

春江町／

田
た

中
なか

　利
とし

榮
え

　　　　76　　　西太郎丸

坪
つぼ

内
うち

　治
はる

子
こ

　　　　40　　　江留上日の出

小
こばやし

林　イツ子
こ

　　　85　　　京町

松
まつがした

ケ下　直
すすむ

　　　　86　　　境元町

谷
たに

川
かわ

　美
み

津
つ

子
こ

　　　83　　　中筋大手

桑
くわ

野
の

　方
まさ

宏
ひろ

　　　　80　　　中庄

奥
おく

村
むら

　光
みつ

子
こ

　　　　84　　　江留上緑

髙
たか

間
ま

　時
とき

代
よ

　　　　90　　　江留上日の出

坂井町／

髙
たか

嶋
しま

　美
み

雪
ゆき

　　　　85　　　高柳

金
かな

崎
さき

　輝
てる

雄
お

　　　　78　　　上兵庫

伊
い

東
とう

　信
のぶ

善
よし

　　　　74　　　北宮領

倉
くら

　圴
ひとし

　　　　　　91　　　大味上

澤
さわ

崎
ざき

　隆
たか

夫
お

　　　　63　　　相生

西
にし

　ヱミ子
こ

　　　　83　　　朝日

半
はん

田
だ

　とみ子
こ

　　　66　　　下兵庫

三国町／

刀
と

祢
ね

　務
つとむ

　　　　　89　　　新保

瀨
せ

川
がわ

　浩
ひろし

　　　　　85　　　安島

池
いけ

田
だ

　津
つ

多
た

子
こ

　　　88　　　新町

藤
ふじ

田
た

　タマオ　　　88　　　石丸

四
し

折
おり

　修
おさむ

　　　　　81　　　グリーンハイツ
米
よね

田
だ

　喜
き

與
よ

子
こ

　　　71　　　南末広

村
むら

上
かみ

　政
まさし

　　　　　85　　　宿

室
むろ

田
た

　安
やす

長
たけ

　　　　80　　　安島

玉
たま

谷
や

　由
よし

夫
お

　　　　65　　　新保

福
ふく

島
しま

　忠
ただ

夫
お

　　　　84　　　宿

丸岡町／

小
こ

見
み

山
やま

　三
さぶ

郎
ろう

　　　77　　　上田町

嶋
しま

田
だ

　てるこ　　　89　　　石上

坪
つぼ

川
かわ

　スヱコ　　　92　　　北横地 3区

佐
さ

藤
とう

　頼
より

儀
よし

　　　　95　　　栄

前
まえ

川
がわ

　國
くに

男
お

　　　　94　　　一本田

岡
おか

山
やま

　久
ひさし

　　　　　86　　　筑後清水

小
こばやし

林　迪
みち

政
まさ

　　　　87　　　田屋

金
かね

本
もと

　ハツコ　　　82　　　女形谷

樂
らく

木
ぎ

　重
しげ

幸
ゆき

　　　　84　　　小人町

遠
えん

藤
どう

　まつ尾
お

　　　99　　　上長畝

山
やま

腰
こし

　正
まさ

子
こ

　　　　88　　　山竹田

出
で

口
ぐち

　百
ゆ

合
り

子
こ

　　　77　　　北横地 2区

岡
おか

本
もと

　ちよの　　　94　　　室町

（　　0、＋ 185）
（＋　7、－ 182）

（＋ 14、－ 146）

（＋ 21、－ 328）

30,332
48,489

45,494

93,983

　一人で、家族で悩みを抱えず
に、誰かに話してみませんか。
同じ道を通ってきた仲間なら、
きっと気持ちが伝わるはず。子
ども同士はもちろん、親や兄弟
のつながりも大切にしていきま
しょう。まずはお気軽にご連絡
ください。
　佐

さ

々
さ

木
き

　090-3299-0683
　笠

かさ

松
まつ

　090-7747-5867

　丸岡城や久保田酒造、谷口屋
の油揚げなどを一挙に楽しめる
ツアーです。スケジュールなど
詳しくは福井県観光連盟のホー
ムページをご覧ください。
と　き　11月 27日（水）
　　　　　～ 12月 8日（日）
　　　　※12月3日(火)を除く
集合場所　あわら温泉各旅館また
　　　　は JR芦原温泉駅
費　用　7,500 円
定　員　25人
　　　　（最少催行人数：2人）
申込方法　希望日の5日前までに
　　　　下記へ申し込み
　　　　（平日 8:30 ～ 17:15）
　福井県観光連盟
　　23-3789　23-3790
　　info@fuku-e.com

国際料理教室「ミャンマー料理」
と　き　11月 30日（土）
　　　　11:00 ～ 14:30
ところ　高椋公民館
参加費　500 円
申込方法　電話で下記へ

行政書士による無料相談会
　在留資格、資格変更、ビザ、
雇用、結婚、国籍など相談に乗
ります。中国語以外の通訳を希
望する人は、事前に予約してく
ださい。
と　き　11月 24日（日）
　　　　13:00 ～ 16:00
ところ　春江中公民館
　インターナショナルさかい
　中

なか

村
むら

　090-9443-1570

　当日受付し、一般の部（A、B、
C級）と小学生の部（低学年、
高学年）に分かれて対戦します。
と　き　12月1日（日）8:30～
ところ　高椋公民館
参加費　1,300 円（昼食代込み）
　　　　※高校生以下は800円
　坂井市将棋連盟
　山

やま

口
ぐち

　51-6869

外国人のことなら
インターナショナルさかい

日ごろの練習の成果を
坂井市王将位将棋大会

ダウン症を中心とした
子育てサークル「sky」

丸岡の銘酒とおあげを堪能
古城をめぐる粋

す い

酔
す い

の旅

　歌が大好きな仲間たちと、今
まで支えてくれた人に感謝を込
めてコンサートを行います。
と　き　11月24日（日）13:30～
ところ　たかむく古城ホール
　　　　（高椋公民館 4階）
入場料　無料
　まるおかローレル女声合唱団
　前

まえ

川
がわ

　66-2564（つぼみ保育園）

と　き　12月 12日（木）
　　　　15:00 ～ 16:00
ところ　薬事情報センター
　　　　（永平寺町松岡御公領906）
講　師　木

き

村
むら

嘉
よし

明
あき

　氏
定　員　20人
申込方法　いずれかの方法で下記へ
　薬事情報センター
　　61-6566　61-6561
　　fpa-di@fukuyaku.or.jp

と　き　11月 30日（土）
　　　　12月 1日（日）
　　　　9:00 ～ 16:00
ところ　霞の郷
　丸岡盆栽・三国盆栽会
　　41-3587

歌い続けて 47年
ローレル記念コンサート

1111

ちゃん
(1 歳・三国町油屋 )

父：竜大さん  母：直美さん

野
の

村
む ら

 竜
りゅう

跳
と

癒しのムチムチな腕とあんよ！
たくさん食べてもっと大きくな～れ♡

ちゃん
(1 歳・三国町浜滝谷 )

父：浩人さん  母：綾さん

松
ま つ ば ら

原 寿
す ず

々

祝1才！寿々の好きなスピードで、
寿々のテンポで歩いていこう♪

(1 歳・三国町旭台 )
父：秀典さん  母：ゆかりさん

ちゃん街
か い ど う

道 結
ゆ い

渚
な

やんちゃ娘☆結ちゃん
1歳おめでとぉ♪
早く歩けますよーに♡

病気と薬～高血圧編～
参加無料のおくすり教室

三国・丸岡盆栽会展示会
チャリティ即売会も実施

　+　－



31 丸岡藩本多家のその後

迷ったり
行き詰ったりしたときは
スタート地点に戻ってみるのが一番！

（三国町米ケ脇）

①②天
あま

国
くに

宝
ほう

剣
けん

（伝 本多重昭奉納）〔國
くに

神
がみ

神
社 蔵〕③双

そう

盤
ばん

〔安
あん

楽
らく

寺
じ

 蔵〕今回の新出資料。
本多重昭の十七回忌を記念して、安楽寺に
奉納されたもの。安楽寺は初めに本多成重
の遺骸を預かっていたお寺④在

ざいちゅうぎょうれつず

中行列図
〔柳

やなぎ

廼
の

社
やしろ

 蔵〕今回の新出資料。丸岡城受取
りの行列を、28 メートル以上にわたってビ
ジュアル的に描いた図　※①～③は水

みず

谷
や

内
ち

健
けん

次
じ

氏撮影

家
中
騒
動
に
始
ま
り
家
中
騒
動
で
終
わ
る

本
多
家
の
栄
光
と
没
落
の
軌
跡禄

８
年
に
本
多
家
は
改
易
（
領

地
没
収
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

皮
肉
に
も
本
多
家
は
、
慶
長

期
に
起
こ
っ
た
越
前
松
平
家
の

家
中
騒
動
に
よ
り
丸
岡
城
に
入

り
、
そ
の
約
80
年
後
に
自
ら
の

家
中
騒
動
で
丸
岡
城
を
追
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

重
益
が
去
っ
た
後
、
丸
岡
城

は
大
野
藩
の
土
井
家
が
城

主
不
在
の
城
を
接
収
す
る
「
城

受
取
り
」
役
を
務
め
ま
す
。
そ

の
後
、
越
後
糸い

と

魚い

川が
わ

か
ら
有あ

り

馬ま

清き
よ

純す
み

が
丸
岡
城
に
入
り
、
以
後

は
有
馬
家
が
明
治
維
新
ま
で
丸

岡
藩
主
と
し
て
治
め
ま
し
た
。

も
し
、
家
中
騒
動
が
起
こ
ら

ず
に
丸
岡
藩
本
多
家
が
続

い
て
い
れ
ば
、
そ
の
家
柄
や
格

式
か
ら
い
っ
て
も
、
老
中
な
ど

幕
府
の
要
職
に
就
く
人
物
を
輩

出
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

寛
永
元
年
（
１
６
２
４
年
）

に
一
大
名
と
し
て
幕
府
に

認
め
ら
れ
た
、
本ほ

ん

多だ

成な
り

重し
げ

を
祖

と
し
た
丸
岡
藩
本
多
家
。
藩
主

は
二
代
・
重し

げ

能よ
し

（
成
重
の
子
）、

三
代
・
重し

げ

昭あ
き

（
重
能
の
子
）
と

続
き
ま
し
た
。

　

本
多
重
昭
（
１
６
３
４
年
～

１
６
７
６
年
）
は
、
領
内
で
土

地
の
測
量
や
収
穫
量
を
調
査
す

る
「
検
地
」
を
繰
り
返
し
行
い
、

農
村
の
実
情
把
握
に
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
寺
社
に
対
す
る
信

仰
が
あ
つ
く
、
領
内
の
寺
社
の

建
立
や
復
興
を
手
が
け
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
重
昭
に
ゆ
か
り
の

深
い
お
寺
や
神
社
が
多
く
存
在

し
、
そ
う
し
た
場
所
に
出
し
た

文
書
や
寄
進
し
た
と
さ
れ
る
宝

物
も
残
っ
て
い
ま
す
。

四
代
藩
主
・
重し

げ

益ま
す

（
重
昭
の

子
）
の
と
き
に
、
当
時
の

家
老
に
よ
り
藩
政
が
乱
れ
て
い

る
こ
と
を
憂
慮
し
た
改
革
派
が

重
益
を
隠
退
さ
せ
る
と
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
家
中
騒
動
が
起

こ
り
ま
す
。
巻
き
返
し
を
図
る

家
老
が
重
益
を
復
位
さ
せ
る
と
、

改
革
派
を
処
断
。
そ
れ
が
幕
府

に
知
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
元

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
大
会
で
長

野
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
以
前

仲
良
く
な
っ
た
人
た
ち
や
新
た

に
知
り
合
っ
た
人
た
ち
と
交
流

が
で
き
て
良
い
大
会
に
。
た
だ
、

せ
っ
か
く
県
外
ま
で
行
っ
た
の

に
、
勝
山
市
の
同
級
生
と
大
学

の
後
輩
に
負
け
ま
し
た
…（
尚
）

▼
特
集
の
写
真
を
撮
る
た
め
、

み
く
に
龍
翔
館
へ
行
き
ま
し
た
。

休
館
日
に
休
み
返
上
で
担
当
の

学
芸
員
が
協
力
し
て
く
れ
た
の

で
す
が
、
彼
の
知
識
の
広
さ
と

深
さ
、
熱
意
に
は
脱
帽
。
市
役

所
に
も
い
ろ
ん
な
分
野
の
〝
プ

ロ
〟
が
い
ま
す
が
、
彼
の
よ
う

な
人
材
も
市
の
財
産
だ
と
思
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
純
）

平
成
25年

 11月
号　

N
o.92

平
成

25年
11月

14日
発
行

①

②

④

③

み
く
に
龍
翔
館
特
別
展

「
本
多
成
重
丸
岡
入
城
４
０
０
年

記
念　

本
多
成
重
と
丸
岡
藩
」

　

本
多
成
重
や
歴
代
丸
岡
藩
本
多

家
に
関
す
る
歴
史
資
料
や
美
術
品

を
一
堂
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

と
　
き　

～
12
月
１
日
（
日
）


